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さて、私たちには、もろもろの天を通って来られた偉大な大祭司、神の子イエスがおら

れるのですから、信仰の告白をしっかり保とうではありませんか。この大祭司は、私たち

の弱さに同情できない方ではなく、罪は犯されなかったが、あらゆる点で同じように試練

に遭われたのです。それゆえ、憐れみを受け、恵みにあずかって、時宜に適った助けを受

けるために、堂々と恵みの座に近づこうではありませんか。（ヘブライ 4:14 ～ 16） 

 

祭司は、神殿での諸々の儀式を司り、神に民を執り成す宗教家である。モーセの兄アロ

ンの子孫で、レビ族が神殿の礼拝に携わった。サドカイ派の裕福な貴族や祭司階級の人々

が宗教の実権を持ち、その職を担った。主イエスの時代、祭司は 2 万人もいたというから、

大きな力を持つ集団であった。大祭司は、その祭司たちの上に君臨する神殿の最高権威者

であり、最高法院（サンヒドリン）の議長としても取りし切った。元来は終身制であった。

神殿の一番奥まった所に契約の箱が置かれた至聖所があり、大祭司は年に一度、いけにえ

の動物の血を携えて、至聖所に入り、血を振りかけて、自分と民の罪の赦しの儀式をする

最も重要な務めを果たした。著者は、語調を変えて、「さて、私たちには、もろもろの天

を通って来られた偉大な大祭司、神の子イエスがおられるのですから、信仰の告白をしっ

かり保とうではありませんか」と語りかける。「偉大な大祭司、神の子イエス」と言って

いる。神の子イエスは、諸々の天を通って来られ、神に人間の罪を執り成す偉大な大祭司

であると捉えている。イスラエル人は七つの天があると考えていた。その最上階に神が臨

在されている。パウロは第三の天にまで引き上げられ、そこで「人が口にするのを許され

ない、言い表しえない言葉を聞いたのです（Ⅱコリント 12:4 ）」 と、特異な宗教体験を語

っている。著者は、私たちには七つの天を通って、神の座から遣わされた偉大な大祭司、

神の子イエスがおられるから、公に告白している信仰をしっかり保とうではないかと勧め

ている。そして、「この大祭司は、私たちの弱さに同情できない方ではなく、罪は犯され

なかったが、あらゆる点で同じように試練に遭われたのです」と言う。偉大な大祭司、神

の子イエスは、人間からかけ離れた方ではなく、人間が遭遇するあらゆる試練に同じよう

に遭われた方である。人間になられ、あらゆる試練を経験されたから、試練に遭遇してい

る人の悲しみ、苦しみを知り、同じ思いになってくださる。「それゆえ、憐れみを受け、

恵みにあずかって、時宜にかなった助け受けるために、堂々と恵みの座に近づこうではあ

りませんか 。」 試練を受けた人は試練に遭っている人と同じ思いになり、慰め、助けるこ

とができる。私たちには、同じ試練に遭われた大祭司イエスが共におられる。だから、私

たちの全てを知ってくださる大祭司の憐れみと恵みに与り、時に相応しい助けを受けるた

めに、恐れることなく、恵みの座に近づくことができる。何と慰め深いことではないか。

パウロは、キリストの福音宣教において、幾多の苦難を経験した。彼は、「神は、どのよ

うな苦難のときにも、私たちを慰めてくださるので、私たちも神からいただくこの慰めに

よって、あらゆる苦難の中にある人々を慰めることができます。キリストの苦しみが私た

ちに満ち溢れているように、私たちの受ける慰めもキリストによって満ち溢れているから

です（Ⅱコリント 1:4 ～ 5 ）」 と書いている。神は私たちの苦難に際して慰めてくださり、

その慰めによって、私たちも苦難にある人を慰めることができる。私たちは、大祭司イエ

スから受ける満ち溢れる慰めに与り、苦難にある人と共に慰め合う教会に召されている。 


